
阿智村事務事業評価シート
担当者 教育委員会 学校教育係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

プールサイド改修工事 17,658 天井材落下防止工事 41,331 防火戸修繕（第二・浪合 603
プールろ過装置修繕工事 999 小学校管理サーバ更新 16,416 プールパーゴラ撤去工事 270
ブランコ柵設置工事 210 給湯器取替工事 344 グランド湧水処理工事 314
給食コンテナヤード改修工事 1,944 プールろ過修繕（浪合） 147 児童生徒図書購入 1,657

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 6,082 65,547 81,893 57,256 50,000

うち一般財源 6,082 65,547 39,167 45,256 50,000

うち補助金 13,126 13,500

うち個人負担
正規職員 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定

必要性 b

a

a

a

有効性 A

効率性 c

b

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み

C

村の施設として整備の成果が一部に限定されることはない

施設整備により安全な環境を提供できている

平成に入ってから建設された校舎も修繕箇所が増えており、長期的に活用できるよう計画的な改修が必要。

手段、成果は妥当か

１．個性を尊重し、心豊かな人生を送れる村／教育文化の向上／学校教育の充実
教育行政大綱

B

設計書の確認など努力した

第三者の意見を聴取し事業を実施した

判定理由

保護者や学校のニーズが高い

安全で安心な環境を整備するためには妥当

老朽化した学校施設を整備し、児童生徒の学習環境および生活環境を充実させる。
屋内運動場の防災機能を強化する。

各小学校の施設では、築20年～30年が経過し老朽化してきているため、順次、施設設備の整備をおこなって
いる。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

学校教育施設設備整備事業

総合計画での位置づけ

具体的取組

根拠法

実施目的

第一小・・・・・・防火戸修繕
第二小・・・・・・プールサイド改修工事、プールろ過装置修繕工事、防火戸修繕
第三小・・・・・・ブランコ柵設置工事
浪合小・・・・・・プールろ過修繕、防火戸修繕、プールパーゴラ撤去工事
清内路小・・・・給食コンテナヤード改修工事、給湯器取替工事
阿智中・・・・・・グランド湧水処理工事
第一・第二・第三・清内路小・・・・屋内運動場天井材落下防止工事
全小学校・・・・小学校管理サーバ更新
全校・・・・・・・・児童生徒図書の整備

継続・維持

住民のニーズは高いか

村の施設として維持管理は適切

B

校舎内の非構造部材の落下防止や肢体不自由児の受け入れに向けた施設改修の実施。

実績・効果

区分
事
業
コ
ス
ト

すべての児童生徒を対象としており妥当

村の関与は妥当か

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られたか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はされたか

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


